
2017年　春号　発行日▲ 2017.５.31

　日頃、病院運営につきまして、地域の皆様にご理解ご支援を賜わり誠にありがとうござい
ます。また、地域医療連携にご協力いただきありがとうございます。
　現在、地域医療構想に基づき地域保健医療計画が策定され、地域包括ケアシステムの構築
が進められております。また、次期診療報酬同時改定など2025年を目指した様々な重要な
改定が控えております。
　これまでになく大きな変革期を迎えている中で、今年度は当院にとって「藤岡総合病院の
新しい歴史を創る年」になります。去る3月21日に新入院棟上棟式が無事に終わり、11月1
日開院に向け、新病院建設は順調に進んでおります。当院はすでに地域医療構想に基づいて
機能分化を図ってきておりますが、新病院においても機能分化を進め、新しい時代の中核病
院に相応しい役割を担うために、ソフト・ハード一体改革を進めております。
　外来機能においても、地域医療支援病院を継続するため紹介型の外来を導入していきま
す。この4月から各診療科の予約枠に地域枠を設定し、紹介を受け入れやすくしております。
かかりつけ医と連携を密にし、紹介・逆紹介を推進し、地域完結型の医療提供体制を構築して
いきたいと思います。
　この新病院建設は地域住民の健康保持、地域医療確保のための大きな投資であります。
地域の皆様の期待に応え、病気になっても安心して暮らせる地域社会を実現するために、「患
者本位の医療」の理念のもとに、職員一丸となって努力していきますので、引き続き皆様のご
理解ご支援をよろしくお願い致します。
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１ 患者さまの意思を尊重し、信頼される医療を提供します。
２ 地域中核病院として、高度な医療と救急医療の充実に努めます。
３ 急性期病院として関係機関と連携し、地域医療の充実を目指します。
４ 地域がん診療連携拠点病院として、機能の充実強化に努めます。
５ 臨床研修指定病院として、地域医療を担う優れた医師の育成に努めます。
６ 地域医療支援病院として、地域の医療人の教育・研修の充実強化に努めます。
　

　平成29年11月に附属外来センターの敷地内に病院を移転し、附属外来センターと統合して新たな
病院となります。今後も地域医療支援病院を継続していくために、今年4月から紹介型外来を始めさせ
ていただきました。当院の趣旨をご理解頂き、今後とも当院の病院運営にご協力をお願い致します。

附属外来センターの紹介型外来診療について

　地域の先生方から御紹介いただいた患者さんの検査・治療結果などをご紹介し、意見交換したいと
思います。また緩和や薬剤投与、がんリハなどがん患者さんにかかわる問題も幅広く取り上げたいと
思います。参加費は無料ですので、お気軽にご参加下さい。

　日　　時　平成29年7月13日（木）　19：00～20：30
　場　　所　公立藤岡総合病院　3階　第1会議室
　参 加 費　無料
　申し込み　藤岡多野医師会より配布されている申し込み用紙で、FAXでお申し込み下さい。
　　　　　　申し込み用紙がお手元にない場合は、下記問い合わせ先までご連絡下さい。
　問い合せ先　公立藤岡総合病院 地域医療支援連携センター　☎0274-22-3311（代表）

　症例検討　症例１　『右肺扁平上皮癌』
　　　　　　　　　　　　篠塚病院循環器科　　　　　　　　　相原　　康　先生
　　　　　　　　　　　　公立藤岡総合病院呼吸器内科医員　　髙野　峻一　先生
　　　　　　　　　　　　公立藤岡総合病院病理診断科部長　　吉田　孝友　先生

　　　　　　症例２　『右上葉肺腺癌』
　　　　　　　　　　　　うるま耳鼻咽喉科院長　　　　　　　宇留間哲也　先生
　　　　　　　　　　　　公立藤岡総合病院呼吸器内科医員　　髙野　峻一　先生
　　　　　　　　　　　　公立藤岡総合病院病理診断科部長　　吉田　孝友　先生

第13回 藤岡がんカンファレンスを開催いたします

　問い合わせ　公立藤岡総合病院 地域医療支援連携センター　☎0274-22-6039（直通）
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地域医療連携だより

臨床研修は、医師が、医師としての人格を涵養し、将来専門とす
る分野にかかわらず、医学及び医療の果たすべき社会的役割と
医療チームの一員であることを認識しつつ、一般的な診療にお
いて頻繁に関わる負傷又は疾病に適切に対応できるよう、基本
的な診療能力を身に付けると同時に医療安全への配慮を身に付
けることを基本理念とする。

・ 基本的知識・技能・態度を習得する。
・ 患者中心の医療を理解し、実践する。
・ チーム医療の重要性を理解し、実践する。
・ 医療安全を深く理解し、実践する。
・ 医療人としての倫理観を養成する。
・ 地域医療の重要性を理解し、実践する。
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腎臓内科

塚田　義人 糖尿病内科 今村　　誠
脳神経外科

甲賀　英明

臨床研修医

戸村　琴音
太田　史絵 消化器内科 壁谷　建志 若林　和樹 板井　美紀
宮　　政明

小児科

深澤　信博 吉澤　将士 道崎　　護
茂木　伸介 渡部登志雄

産婦人科
遠藤　　究 三森　亮太

長又　　亮 小山　晴美 小松浩司郎 小川真一郎

血液内科

外山耕太郎 相馬　洋紀 飯野　彩奈 松本　　彬
斉藤　明生

外科

石崎　政利 救急科 神戸　将彦 佐藤　広宣
野口　紘幸 設楽　芳範

麻酔科

荒井　賢一 福田　怜雄
金谷　秀平 森永　暢浩 牛込　嘉美 萩原　舟平

総合診療科 神保　貴宏 中村　卓郎 田口さゆり 大枝　涼平

呼吸器内科

塚越　正章 中里　健二 金井　真樹 南雲　　航
中川　純一 田中　成岳 萩原　竜次 木村　健人
池田　香菜 加藤　寿英

泌尿器科
武井　智幸 内田　美帆

髙野　峻一 松本　明香 坂本亮一郎 高橋　亜実
内田　　恵 斉藤　秀幸 佐々木隆文
田口　浩平 村主　　遼 放射線治療科 塩谷真里子

循環器内科

井上　雅浩

整形外科

萩原　明彦 放射線診断科 神宮　晶子
間渕由紀夫 関　　隆致 藤田　彩奈
植田　哲也 中島　大輔 皮膚科 嶋岡　正利
髙松　寛人 永井　彩子 心療内科 五十嵐　孝
小野　洋平 鈴木　純貴 病理診断科 吉田　孝友
金井　杏奈 栗原　信吾 リハビリテーション科 清水　　透
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糖尿病内科部長   今村　誠

　日頃は糖尿病、内分泌疾患をご紹介いただきありがとうござい
ます。
　昨年10月より当院に勤務している今村と申します。
　ご紹介いただいた患者様に関しては、外来で経過観察するか、入
院のうえ加療するかを決定しています。入院加療した患者様は、な
るべくご紹介いただいた先生方が治療継続しやすいように退院時
の治療を決めております。そのためインスリン注射ができそうで
かつ必要な方には、インスリン治療をおこなっていますが、紹介
元の先生方がインスリン治療にそれほど慣れていないというので
あれば、当院に戻していただいて問題ないと思われます。
　今後の予定として今年度中に糖尿病教室を開設したいと思って
います。現在でも実は年4回ほど行っているのですが、これでは回
数が少ないため、隔週ぐらいで行うことを目標としています。対
象は入院患者様に限定するものでなくて、オープンな形で行おうと
思っています。開設した際には改めてご報告させていただきます。
　今後ともよろしくお願い致します。

　公立藤岡総合病院入院棟会議室で糖尿病教室を下記のとお
り開催いたします。参加費は無料です。どなたでもお気軽に参
加できますので、患者様に御紹介いただけたら幸いです。

日　時　平成29年7月19日（水）10：30～11：30
場　所　公立藤岡総合病院　入院棟3階　第1会議室
参加費　無料
内　容　糖尿病に関する運動療法、食事療法

問い合せ先
　藤岡総合病院 医療情報課　担当 松本
　藤岡市藤岡942-1　☎0274-22-3311
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